
- 1 - 

生駒市観光コンテンツ ブランディング事業仕様書 

 

 

1. 業務名称 

生駒市観光コンテンツ ブランディング事業 

 

2. 適用範囲 

本仕様書は、生駒市が受注者へ委託する「生駒市観光コンテンツ ブランディング事業（以下

「本業務」という。）に適用するものとする。 

 

3. 実施目的 

本業務は、本市の伝統産業であり、国内外において希少価値の高いコンテンツである高山茶

筌のブランド力を高め、インバウンド観光客向けにプロモーションすることで、本市へのインバウン

ド観光客の増加を図ることを目的とする。また、インバウンド観光客が増加すると見込まれる２０２

５年大阪・関西万博において、本市への効果的なインバウンド観光客の誘客が図れるよう本年度

の事業を企画・設計し実施する。 

 

4. 業務内容 

(1) 高山茶筌コンテンツのブランド力向上業務 

① インバウンド観光客のニーズ整理及びターゲットとするインバウンド観光客属性（国、地域、所

得層等）の選定 

② 高山茶筌の魅力把握と魅力向上策の企画・設計 

③ 上記①と②を把握した上で、ブランド力向上施策案を作成 

(2) プロモーション素材制作 

① 上記（１）の案を、ターゲットとするインバウンド観光客に対し、効果的にプロモーションができ

る素材を制作する。 

② 素材は、リーフレット等の紙媒体若しくはＷＥＢ、ＳＮＳ、動画配信等の電子媒体、又はその両

方で制作する。 

③ 素材に使用する言語は英語と日本語を基本とし、必要に応じてターゲットとするインバウンド

観光客の属性に応じた言語でも制作する。 

(3) プロモーション業務 

上記（１）と（２）を使って、ターゲットとするインバウンド観光客の誘客につなげるプロモーショ

ンを行う。 

(4) 業務遂行に必要な関係者間の連絡調整 

(5) 成果報告 

上記（１）から（４）の業務により得られた成果を業務報告書にまとめた上、翌年度以降の事

業案の提案実施 
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5. 業務の進め方 

(1) 受注者は、本業務に先立ち、事業実施計画、実施体制計画、業務スケジュール等を契約日か

ら１４日以内に作成し、本市の承認を得て業務を実施すること。 

(2) 本業務の企画・実施にあたっては、関係団体等と十分に協議しながら実施すること。また、進

捗状況等を逐次報告すること。なお、感染症等で大規模な環境の変化が生じた場合、事業

実施中においても見直しを図る可能性があるが、その際は柔軟に対応すること。 

(3) 受注者は、本市が業務の進捗状況を把握するために資料等を要求した場合は、速やかに対

応すること。 

   

6. 成果品の提出 

(1) 成果品 

① 業務報告書（業務内容と収支報告）及び翌年度以降の事業提案書。モニターツアーやファムト

リップを行った場合はアンケートや考察を含む…１部（Ａ４ファイル形式） 

② 上記アの報告書の電子データ一式…電子データをメール等の通信手段で送付又は電子媒体

（ＣＤ－ＲＯＭ又はＤＶＤ－ＲＯＭ等）で納品 

③ 高山茶筌のブランド力向上に関わる素材及びプロモーションに関わる素材一式…次年度以

降も生駒市において修正・利用可能な形式で、電子データをメール等の通信手段で送付又は

電子媒体（ＣＤ－ＲＯＭ又はＤＶＤ－ＲＯＭ等）で納品 

(2) その他 

① 完了届 

② その他発注者が必要と認める書類 

(3) 契約不適合があった場合 

受注者は、本業務完了後であっても成果品に契約の内容に適合しないものが発見された

場合、発注者に不相当な負担を課すものでないときには、速やかに発注者の必要と認めら

れる修正等を受注者の負担において行うものとする。  

(4) 提出期限 

令和６年３月２９日（金） 

 

7. その他 

(1) 参加者サービスの向上や事業内容充実の目的であれば、協賛企業・団体を募集し、協賛を

得ることは可。ただし、協賛企業・団体の業種や協賛内容については発注者と協議すること 

(2)  業務遂行にあたり知り得た個人情報は、個人情報の保護に関する法令等に則り適切に管

理すること。 

(3) 受注者は、この仕様書に基づき業務を行うほか、常に本市と連絡を取り、その指示に従うこと。

また、この仕様書のほか、事業の目的を達成するために必要な事項については本市と協議

をすること。 

(4) 受注者が業務を遂行するにあたり必要となるすべての経費は契約金額に含まれるものとし、

本市は契約金額以外の費用を負担しない。なお、契約金額については後払いとし、全ての

業務完了後に支払う。 
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(5) 受注者は、本業務実施中に生じた諸事故や第三者に与えた損害についての一切の責任を負

い、発注者に発生原因及び経過等を速やかに報告し、発注者の指示に従うものとする。 


